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（品質保証関連の研究） 
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• その場しのぎの解決案 
• 下表のようなコメントがソースコード内に記述
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Self-Admitted Technical Debt



目的

• SATDについてより理解を深めるための調査を実施 
• ４つの大規模OSSプロジェクトを対象 
• Eclipse, Chromium OS, ArgoUML, Apache httpd
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アプローチ

1.リポジトリの抽出 

2.ソースコードからコメントを抽出 

3.目視でSATDであるコメントを特定，分類 

4.各プロジェクトごとに分析

9



Research Questions
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•RQ1：プロジェクトにSATDはどのくらい含まれるのか 
• SATDが直感的にも経験的にも良くないものと考える 
• 目に見える形でSATDの問題理解をより良くする 

•RQ2：なぜSATDが混入するのか 
• 開発者の経験，リリースまでの時間，コードの複雑さ 

•RQ3：どのくらいSATDは取り除かれるのか 
• SATDはのちに変更，修正されることを意図しているが，実際に
どの程度取り除かれているのか定かでない



RQ1
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プロジェクトにSATDはどのくらい含まれるのか

SATDの粒度

Files

Classes

Methods / Functions

File粒度のSATDが 
一番多い

コメントの挿入位置で 
SATDを分類



RQ2

• 開発者の経験
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なぜSATDが混入するのか

開発経験が長い開発者の方が 
SATDを混入させる傾向にある



RQ2

• リリースまでの時間
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なぜSATDが混入するのか

市場の圧力とSATDの混入に関係があるとは言えない



RQ2

• プログラムの複雑さ
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なぜSATDが混入するのか

コードメトリクスとファイル内のSATDの数はとても弱い相関関係 
→ 複雑さはSATD混入の主な要因ではない



RQ3
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どのくらいSATDは取り除かれるのか

26.3％～65.45%のSATDが 
次のリリース時には取り除かれる 

しかし，複数のリリースにまたがって 
存在するSATDがある



まとめ

• 4つの大規模なOSSプロジェクトを用いて、SATDについ
て調査を実施 

• SATDがどれくらい存在するのか 
• プロジェクト内のファイルの2.4～31.0%がSATDを含んでいる 
• なぜSATDが混入するのか 
• 経験の多い開発者ほどSATDを混入させる傾向にある 
• 時間的なプレッシャーや複雑さはSATDとは相関関係がない 
• SATDが混入した後，どれくらい削除されるのか 
• 複数のリリース間でもSATDの26.3～63.5%しか除去されない
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